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１．受け入れ環境の充実に向けたこれまでの取組

●日南海岸地域では、日南海岸自転車談義所が中心となり、自転車の休憩所としてサイクリスト受け入れに取り組む施設を「サイ
クルレスト よってね！」としてPRする活動を、H26年から実施。

●その後、取組が県全体に広がり、宮崎県やひなた自転車協会（旧：宮崎県サイクリング協会）が中心となり、沿線の道の駅、観光
施設、飲食店等にサイクルスタンドと空気入れを設置し、ひなたサイクルレスト「よってね」として登録・周知を実施している。
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取組②：サイクリストのサポート環境の拡充

■サイクルラック設置場所の様子 ■ひなたサイクルレスト「よってね」ロゴ



１．受け入れ環境の充実に向けたこれまでの取組

●今後の広域的なサイクリスト受入を促進するためのサイクリストサポート環境拡充に向け、サイクルツーリズムの拠点となる
「ゲートウェイ」や、地域の主要な休憩施設となる「サイクルステーション」としての整備を推進する候補施設を選定。
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取組②：サイクリストのサポート環境の拡充

■「ゲートウェイ」「サイクルステーション」候補施設数・想定する機能

施設の種類 候補施設数 想定する機能（例）

「ゲートウェイ」 10
 レンタサイクル・シェアサイクル
 自転車組立用の工具
 手荷物保管用ロッカー・着替えスペース

「サイクルステーション」 17
※「ゲートウェイ」候補施設を含む

 サイクルラック
 空気入れ
 水分補給のための設備（自動販売機・飲料水の販売等）

■ゲートウェイ・サイクルステーション候補施設の例
→既に想定する機能がある程度揃っている施設等を中心に選定

▲都井岬観光交流館 PAKALAPAKA

▲「道の駅」酒谷

▲「道の駅」フェニックス



１．受け入れ環境の充実に向けたこれまでの取組
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■調査概要

●サイクリングルート沿線の宿泊施設に対して、サイクリスト受入環境に関するアンケートを実施。
●机上検討では把握できなかったが、サイクリストの受入環境が整っている施設が多い。 →サイクリスト向けのPRが必要

取組③：サイクリストの利便性を高める取組

実施期間 2020年10月28日～
対象施設 日南海岸サイクリングルート沿線の宿泊施設70箇所
回答数 20施設（約28.6%） 令和2年12月23日現在（追加調査中）
調査項目 室内（フロント、ロビー、客室等）での自転車の預かり・保管可否

 フロント等での荷物の保管可否、大型荷物を含む宅配の発送・受取可否
洗濯の可否
洗車施設の有無
日帰り利用可能なシャワー・入浴設備の有無

■調査結果
○室内（フロント、ロビー、客室等）における、
宿泊客の自転車の預かり・保管可否

○施設における洗濯の可否

可能, 13
不可能, 2

決めていない, 5

N=20

65.0%

40.0%

10.0%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70%

洗濯機が利用可能

ランドリーサービスが利用可能

どちらも利用不可

N=20



１．受け入れ環境の充実に向けたこれまでの取組

●これまでに日南海岸サイクルツーリズム協議会企画部会や日南海岸自転車談義所において、サイクリングマップについて継続
的な議論を実施し、サイクルマップを作成した。

●作成したサイクリングマップを約2万部印刷し、令和2年6月に県内・県外の主要交通結節点・休憩施設等などに配布された
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取組③：サイクリストの利便性を高める取組

■マップ作成の経緯
時期 会合 内容

平成30年
9月21日（火）

第5回 企画部会 他地域の事例を参考に、サイクリ
ングマップに必要な情報について議
論

平成30年
11月6日（月）
12月6日（木）

日南海岸
自転車談義所
※会合前の打合せ
含む

事務局にて作成したサイクリング
マップ（素案）を提示し、ポタリン
グ（散走）に活用できるマップに
した方がよいなどご意見をいただく

平成31年
3月20日（水）

第6回 企画部会 サイクリングマップ（案）について、
WS形式で議論いただき、意見収
集を実施

令和元年
7月8日（月）

第5回 日南海岸
サイクルツーリズム
協議会

第2回企画部会でのご意見を踏
まえたサイクリングマップ（案）の
承認

令和2年
2月25日（火）

第7回 企画部会 協議会で承認いただいたサイクリン
グマップについて時点更新を実施

■会合開催風景
（自転車談義所会合前の打合せ）

（第6回企画部会（H31.3.20））

（第7回企画部会（R2.2.25））



１．受け入れ環境の充実に向けたこれまでの取組
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取組③：サイクリストの利便性を高める取組



１．受け入れ環境の充実に向けたこれまでの取組
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取組③：サイクリストの利便性を高める取組



１．受け入れ環境の充実に向けたこれまでの取組

●今後のサイクリングマップの更新や情報発信強化策の検討に活用するため、サイクリングマップの配布にあわせて効果検証を実
施。

意見把握方法 実施期間・回収票数 詳細

サイクリングルート実走行調査
参加者へのアンケート

2020年9月27日
票数：21票

整備部会で検討した試行整備区間における実走行調査に合わ
せて、参加者にサイクリングマップを配布し、アンケート調査を実施

マップ配布先へのアンケート 2020年8月1日～8月31日
票数：20票

マップ配布先に対し、マップの設置場所や配布状況を確認するア
ンケート調査を実施（配布から1か月後を目途に実施）

企画部会での意見照会 随時 利用者や関係者等からマップに関する意見があった場合、事務局
に随時報告いただいた。

■マップ効果検証方法

■確認内容（アンケート項目）
質問内容 備考

実走行
調査
参加者

参加者の属性 性別・年代・普段の自転車の利用頻度アクセス方法など

マップの評価 紙面サイズ、文字サイズ、紙質、掲載されている情報の満足度
※不満が高い場合は不満の理由を掲載いただく

マップに追加してほしい情報 追加してほしい情報を自由に回答いただく

自由意見 -

配布先
マップ配布状況 配布できたマップの部数、手に取った方の年齢・性別など

マップの評価 サイクリングマップの内容についての評価・改善点など
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取組③：サイクリストの利便性を高める取組



１．受け入れ環境の充実に向けたこれまでの取組

●アンケート結果から、マップのサイズや情報等については概ね満足いただけていることがわかった。
●自由意見からは、肯定的な意見や他地域でも参考にしたいといった意見が見られた一方、改善点などの意見も得られた。
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○肯定的な意見
サイクリストが受け取れば、必要な情報が分かりやすく掲載されているので重宝されると思います。
手に取った時握りやすいと感じた。
エリア図は高低差が描かれており走行の参考になると感じた。

○改善点など
マップをQRで読み込めるようになると便利（GoogleMapでルート表示）
紙媒体だけでなく、アプリを作るなどしてマップをデータ媒体化できればより使い勝手が良いと思う。旅行者や自転車に乗る方には、手元の端末一つでアク
セスできるデータ媒体の方が好まれるのでは。
データにすることで、各施設のＨＰへのリンクを貼ったりその時期のイベント情報を更新したりと、コンテンツの更新・拡張が随時行えるのではないか。
LGBTの方でもご利用いただけるようなトイレの表記など、触れにくい問題でもありますが楽しく安心して利用してもらえるように発信するのはどうでしょうか。
サイクリスト表示のように休憩で来られた方に湯茶サービスのような特典有の施設を集め、併せて表示するにはいかがでしょうか。
坂がきついのかとか、もう少し情報があると良いのにと言われた方がいました。
コースの大変さの数値のようなものを書いた方がよいと思います。

○その他
県央、県北のサイクリングマップも是非作成して欲しい。
素晴らしいマップができたと思うが一番は県外のサイクリストが見やすく走行し使いやすいかである。その点が気になるところである。

5.0%

5.0%
5.0%

5.0%
5.0%

30.0%
25.0%

20.0%
30.0%
30.0%

40.0%

65.0%
75.0%
75.0%

65.0%
65.0%

55.0%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

紙面サイズ(N=20)
文字サイズ(N=20)

紙質(N=20)
掲載情報(N=20)

サイクリングルート(N=20)
散走エリアの設定(N=20)

不満
やや不満
普通
やや満足
満足

■サイクリングマップに対する満足度

■サイクリングマップに対する自由意見

出典：マップ配布先へのアンケート

出典：実走行調査参加者へのアンケート

取組③：サイクリストの利便性を高める取組



１．受け入れ環境の充実に向けたこれまでの取組
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●地域内の休憩施設やレンタサイクル等、サイクリスト向けの情報発信については、「ひなたサイクリング宮崎」HP等で実施。
●日南海岸地域を対象としたサイクリング専門雑誌での紹介や、台湾向けPR番組の作成等も行われている。

■HP「ひなたサイクリング宮崎」
→県内のおすすめモデルコースやサイクルスタンド設置情報等を発信

■台湾向けPRテレビ番組
→日南海岸地域を舞台とした台湾向けサイクリングPR番組を作成し、台湾大手ニュースサイトに掲載。

取組④：地域交流による憩いやくつろぎサービスの提供

出典：ひなたサイクリング宮崎

■サイクリング専門雑誌での紹介事例
→サイクリング専門雑誌「Cycle Sports」にて日南海岸地域等のサイクリング情報を掲載。



●日南海岸地域では、地域内のサイクリング関係団体等が中心となり、 ツール・ド・南みやざきのようなサイクリングイベントや、
JR日南線と連携したRail&Roadりんりんプロジェクトが実施されている。

■Rail & Road りんりんプロジェクト
→輪行文化の醸成等を目的に実施

１．受け入れ環境の充実に向けたこれまでの取組
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取組⑤：サイクルイベントの充実・拡大による
交流の促進

出典：串間市サイクリング協会

■ツール・ド・南みやざき開催風景
→サイクリングイベントによる地域活性化等を目的に実施

出典：串間市サイクリング協会



●宮崎県やひなた自転車協会（旧：宮崎県サイクリング協会）が中心となり、サイクルツアーを引率するガイドを養成するため
の講座等を実施しているほか、宮崎カーフェリーと連携したサイクリングプランの販売等が行われている。

■サイクルツアー講座養成講座

１．受け入れ環境の充実に向けたこれまでの取組
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▼日南海岸サイクリングルート沿線での開催実績

年度 場所 参加者（人）
H29 日南市 9

R1
日南市 5

宮崎市（3回） 36（合計）

合計 50

▲開催風景

取組⑥：サイクルツーリズムの普及・拡大を通した
地域振興の新たな取組

■宮崎カーフェリーとの連携企画

出典：宮崎カーフェリー出典：宮崎県提供資料



受入環境の充実に向けたアクションプランの策定目的

日南海岸サイクリングルートの目指すべき将来像

２．受け入れ環境の充実に向けたアクションプラン（案）
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●受け入れ環境の充実に向け、R4年度の東九州道開通までの具体的な取組内容を定めたアクションプランを策定する。
●地域の自転車関係団体や自治体等の関係機関が連携して、次頁のアクションプランに記載された取組を推進する。
●各項目のR4年度に向けた具体的な目標値等については、今後、関係機関協議の上、決定する。

1. 自転車通行空間の整備とサ
ポート環境の充実（魅力あるサ
イクリングロードのある地域）

2. サイクリストの増加による新たな
需要拡大

3. 魅力再発見による新たな観光ス
タイル創出（何度も訪れたくなる
魅力ある地域）

R4年度の東九州道開通により見込まれる国道220号の自動車交通量減少に備え、
●日南海岸および周辺地域の資源を活用したサイクルツーリズムの推進
●日南海岸サイクルツーリズムによる地域活性化
●将来的なNCR登録を見据えた日南海岸サイクリングルートの確立
の実現に向けた具体的な取組を定めたアクションプラン策定

短期（~R3.3：今年度中）
• 現状の取組状況・課題の整理
• 今後推進を図る取組をとりまと
めたアクションプランの策定

中期（~R5.3：東九州道開通）
• 日南海岸サイクリングルートを核と
したサイクルツーリズムの推進

• 地域や関係団体等との連携体制
構築

長期（東九州道開通以降）
• NCRの登録および他地域との広域
連携（九州・山口ルート等）を見
据えた検討協議

• サイクリストが何度も訪れたくなる魅
力ある環境の形成（地域、団体と
連携した取組の強化）



２．受け入れ環境の充実に向けたアクションプラン（案）

項目 対応方針
これまでの取組

（R2.11末現在）
現状
評価

具体的な取組（短期） 具体的な取組（中期）

令和2年度
令和３年度

※令和４年度に向けた財源確保について
検討

令和4年度

日南海岸サイクリングルートの設定 -（全10ルートの総延長約400km） - ○ - - -

-（沿線に代表的な観光地が多数ある） - ○ - - -

-（全区間で自転車通行可能） - ○ - - -

②サイクリストの
ニーズに配慮したサ
ポート環境の拡充

休憩施設の充実（サイクルス
タンド、修理工具等の充実）

「サイクルステーション」としての必要機能要件
を満たす、サイクルラック・空気入れの設置施
設を増やす ※HP等情報発信ツールと連携

「サイクルステーション」候補施
設のうち、必要機能要件を満
たす施設数9箇所

―  整備必要位置、整備可
能施設の洗い出し

 設置に向け施設への協力依頼
 未設置区間の削減への取組 新設区間…今後協議により決定

③サイクリストの利
便性を高める取組
の推進

サイクルマップ作成 R2年に初版を発行したサイクリングマップを更
新し、内容の充実を図る

初版のサイクリングマップを作成
し、各所で配布 ○

 設置箇所・配付状況・
ホームページ掲載現況の
把握

 設置箇所の見直し、追加拡充
 第2版に向けた市場調査・内容充実・改
定作業

マップ第2版発行
配付・HP掲載
設置・配付箇所・掲載箇所増

利用者にわかりやすい情報発
信（HP等）

協議会HPの作成、もしくはひなたサイクリング
HP等での情報発信内容の充実を図る
※HP等情報発信ツールと連携

ひなたサイクリングHP等で情報
発信を実施 ○

 関係機関・団体等への
情報提供およびHP掲載
依頼

 HP作成、SNS開設に向けた情報発信
方法・内容の検討

 サイクリング・観光情報の整理

協議会HP作成
SNS開設
QRコード活用の検討

サイクルトレイン等の推進 サイクルトレイン等の常設化に向けた関係機
関協議や、輪行袋利用のPRを推進

輪行文化の普及を目指したモ
ニターツアーを実施 ―  輪行普及イベントの実施

 回送、迂回手段等を含めたニーズ調査
（本地域に適した手段の検討）

 輪行普及イベントの継続実施

 導入可能性について調査検討
 関係交通機関との協議・ヒアリング
 輪行普及イベントの継続実施

利用者が立ち寄りやすい宿泊
施設サービス開始

屋内での自転車預かり・保管等が可能な宿
泊施設の把握・PR、新規対応施設の開拓
※HP等情報発信ツールと連携

自転車の屋内保管等可能な
宿泊施設を整理中（現時点
で13箇所把握）

―
 施設の現状把握・課題
分析

 整備が望ましい位置調査

 可能施設のマップ、HP等への掲載、導入
方法の調査検討

 施設への協力要請
新設施設…今後協議により決定

レンタサイクルサービス 「ゲートウェイ」候補施設におけるレンタサイクル
またはシェアサイクルの整備を推進
※HP等情報発信ツールと連携

「ゲートウェイ」候補施設におけ
るレンタサイクル等貸出箇所5
箇所

―
 現状調査と課題の分析
 整備出来る可能性があ
る箇所の洗い出し

 施設等への協力要請 新規設置箇所…今後協議により決定

④地域交流による
憩いやくつろぎサー
ビスの提供

飲食店、温泉施設、宿泊施
設等の情報提供

協議会HPの作成、もしくはひなたサイクリング
HP等での情報発信内容の充実を図る
※HP等情報発信ツールと連携

ひなたサイクリングHP等で情報
発信を実施 ○

 関係機関・団体等への
情報提供およびHP掲載
依頼

 HP作成、SNS開設に向けた情報発信
方法・内容の検討

 サイクリング・観光情報の整理

協議会HP作成
SNS開設
QRコード活用の検討

道の駅、港の駅等と連携した
取組

道の駅、港の駅等において、サイクリスト受入
環境充実に向けた施策を検討・実施

沿線の道の駅・港の駅全4箇
所で、サイクルステーション必要
機能を充足

―
 各施設の現況把握
 工具貸出、用品販売対
応等の可能性調査

 施設への協力要請 新規設置個所・・・今後協議により決定

外国客が宿泊可能な環境の
整備推進

ルート沿線での外国客宿泊可能施設および
多言語対応ツールの整備を図る
※HP等情報発信ツールと連携

- ―  施設の現状調査・課題
の分析

 マップ、HP等の多言語化検討
 宿泊施設への協力要請
 宿泊対応施設のマップ記載

マップ、HP等の一部多言語化
新設対応施設…今後協議により決定

⑤サイクルイベント
の充実・拡大によ
る交流の促進

走行会、散走イベント、ツール・
ド・南みやざき、グレートアース
宮崎・日南海岸ライドなどのサ
イクルイベントの開催

ルートを活用した小中規模のサイクリングイベン
トの充実を図り、実施頻度の増加と誘客を図
る ※HP等情報発信ツールと連携

ツール・ド・南みやざき、グレート
アース宮崎・日南海岸ライド、
自転車パラダイス宮崎、おはよ
うサイクリング等のサイクルイベン
トを開催

○
 地域で開催されているサ
イクリングイベント等の開
催状況調査

 既存イベントとの連携・協力依頼
 イベント企画および開催に向けた関係者
協議

 ツール・ド・南みやざき継続開催

(小中規模)イベント開催…今後協議により
決定
ツール・ド・南みやざきの継続開催

⑥サイクルツーリズ
ムの普及・拡大を
通した地域振興の
新たな取組

サイクルツアーガイドの育成 ガイドの継続育成・養成ガイド数の増加、ガイ
ドツアーに向けた調査・検討、ガイド活用・連
携体制の構築を図る

サイクルツアーを引率するガイド
を養成するための講座を実施 ―

 地域でのガイド数把握
 ガイド養成後のフォロー
アップ

 ツアーガイド養成講座のPR
 ガイド養成講座の継続開催
 ガイドツアー（モニターツアー）のニーズ調査

ガイド養成講座受講者数…今後協議により
決定
ガイド活用・連携体制の構築

観光協会との連携企画
観光協会や旅行会社との連携企画を推進す
る

GoToトラベル事業として、宮
崎カーフェリーとの連携企画を
実施中

―  カーフェリー連携企画の検
証・課題分析

 カーフェリー連携企画の継続・PR
 旅行会社等へのプロモーション方法検討

旅行会社等へのプロモーション
PR・セールス等の実施旅行会社とのコラボ企画（パッ

クツアー企画）
地元（関連団体・店舗・施設
等）との連携

地元の関連団体・観光施設・飲食商店街等
との連携企画を推進し、地元のPRおよび観光
消費額UPを図る ※情報発信ツールと連携

- ―  現状分析・ニーズ調査
 協力企業・団体・店舗等の登録
 協力要請
 地元のｻｲｸﾙ文化・気運醸成

キャンペーン・特典等の誘客企画立案
地元との連携・企画実施にむけた体制づくり
HP等での地元情報発信

13


	スライド番号 1
	スライド番号 2
	スライド番号 3
	スライド番号 4
	スライド番号 5
	スライド番号 6
	スライド番号 7
	スライド番号 8
	スライド番号 9
	スライド番号 10
	スライド番号 11
	スライド番号 12
	スライド番号 13
	スライド番号 14

